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二
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五
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度
「
花
の
ま
わ
り
み
ち
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句句
入入
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特 
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(

三
句) 

 

 
 「

一
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

春
愁
や
錆
び
し
初
代
の
圧
印
機  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

松 

原 

英 

明 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 
 
(

評
） 

造
幣
局
構
内
に
圧
印
機
が
置
い
て
あ
る
が
一
般
市
民
が
見
る
こ
と
の
出
来
る
の
が
、

こ
の
花
の
ま
わ
り
み
ち
。
桜
の
美
し
さ
よ
り
古
い
圧
印
機
を
見
て
の
感
情
は
正
に
春

愁
で
あ
る
。
時
代
の
変
遷
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

「
二
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

造
幣
局
め
ぐ
れ
る
堀
の
花
筏 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 

斎 
藤 

金 

二 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 
 

（
評
） 

造
幣
局
を
め
ぐ
る
堀
川
が
あ
る
。
構
内
の
桜
が
散
り
、
こ
の
堀
に
浮
く
。
し
か
も

多
く
は
花
が
連
ら
な
っ
て
い
た
。
花
筏
と
美
化
さ
れ
て
い
る
が
散
っ
た
桜
の
哀
れ
さ

が
あ
る
。 

 
 
 

 

 

「
三
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

手て

庇
び
さ
し

を
越
へ
舞
ひ
来
た
る
花
吹
雪 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

長 

尾 

眞
理
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 

（
評
） 

美
し
く
眩
し
い
花
を
見
る
と
き
日
を
遮
ぎ
る
手
庇
を
作
っ
た
。
折
か
ら
の
風
で
作 

者
の
頭
上
を
越
え
た
飛
花
は
正
に
花
吹
雪
で
あ
っ
た
。
花
吹
雪
の
美
し
さ
が
言
外
に 

あ
る
。 



 
 

 

 
入 
選 

 
(

五
句) 

 

 

花
の
雲
新
工
場
に
大
き
玻
璃 

 
 

 
 

 

神 

波 

瑞 

江 

  
 

（
評
） 

造
幣
局
と
い
う
と
古
く
堅
い
感
じ
が
す
る
が
、
時
代
の
進
化
に
よ
り
工
場
に
も
新

し
さ
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
る
い
工
場
と
花
。 

 

 

爛
漫
の
桜
間
近
に
銭
造
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀 

井 

朝 

子 

  
 

（
評
） 

花
の
盛
り
に
工
場
か
ら
音
が
聞
こ
え
る
。
仕
事
は
仕
事
で
あ
り
一
日
も
休
ま
な
い

花
の
ま
わ
り
み
ち
で
あ
る
。
入
造
者
に
は
、
こ
の
音
が
別
世
界
の
よ
う
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。 

 

造
幣
の
音
も
も
れ
く
る
花
回
廊 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舩 

本 

世
紀
子 

  
 

（
評
） 

リ
ズ
ム
感
の
よ
い
工
場
か
ら
の
音
を
美
し
い
桜
の
花
の
対
称
と
し
て
ひ
び
き
あ
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

葉
桜
や
雲
ゆ
つ
く
り
と
流
れ
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中 

尾 
尚 

子 

 

（
評
） 

桜
の
花
が
や
が
て
葉
桜
の
こ
ろ
と
な
る
。
自
然
の
移
り
変
り
を
雲
に
託
し
た
の
で

あ
る
。 

 

行
列
の
最
前
列
に
飛
花
落
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

渡
部
重
利
（
稲
穂
） 

 

（
評
） 

花
の
ま
わ
り
み
ち
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
開
園
日
に
は
一
番
前
で
入
場
し
よ

う
と
し
た
。
そ
こ
え
桜
の
花
が
降
り
か
か
っ
た
。
心
は
一
層
に
逸
つ
で
あ
ろ
う
。 
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(

十
八
句) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

犬
の
せ
て
乳
母
車
ゆ
く
花
の
屑 
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さ
く
ら
見
て
か
い
ご
の
つ
か
れ
い
や
さ
れ
る 
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造
幣
の
塀
を
越
え
た
る
花
吹
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

井 

原 

淑 
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ま
ろ
び
合
ふ
落
花
や
風
の
回
り
道 
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藤 
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風
に
散
る
雪
の
如
く
に
八
重
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

安 

田 

市 

弘 

 

硬
貨
買
ふ
長
き
行
列
花
の
風 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

中 

原 

ト
シ
コ 

 

身
を
反
ら
せ
見
上
ぐ
鬱
金
の
桜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

中 

植 

勝 

己 
 

抱
き
上
げ
て
赤
子
に
見
せ
る
花
の
毬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

宮 

本 

恭 

子 
 

満
開
の
桜
に
映
え
る
子
の
笑
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 

松 

井 

哲 

夫 
 

ポ
ー
ズ
と
り
写
真
撮
る
子
に
桜
散
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 

斎 

藤 

金 

二 
 

葉
桜
と
な
り
て
静
か
な
通
り
抜
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 

淡
路
則
之
（
晩
成
） 

 
 
 
 

 
 

八
重
桜
の
毬
の
弾
み
て
空
青
き 
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 足
弱
き
父
母
と
一
緒
に
桜
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

中 
川 

ち
か
こ 

 

細
枝
の
皆
撓た

わ

み
た
る
八
重
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吹
雪
ふ
き
寄
せ
ら
れ
た
り
離
れ
た
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母
と
み
る
笑
顔
の
先
に
花
手
毬 
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子
の
髪
に
挿
さ
ん
と
拾
ふ
花
の
房 
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日
々
の
事
一
ト
日
忘
れ
て
花
の
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